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 スクリプトとは 

 
スクリプトとは，簡易的なプログラムのことであり，STN では，スクリプトを利用して 
検索や表示といったコマンドを自動的に実行することができる． 
 
スクリプトを利用すると，条件付けや検索の途中で値の入力を求めたりといったことが
できるため，コマンドウィンドウより柔軟に検索をすすめることができる．  
 
 
 
スクリプトの利用シーン 
 
 - 同じ検索式を任意のタイミングで定期的に実行したい (マニュアルアラート) 
 
 - 「ある物質に関する文献調査」のように，同じような条件で検索テーマだけが異なる 

ような場合に，毎回簡単に検索が実行できるようにしたい 
 
 - CAS 登録番号 (CAS RN®) や特許番号のリストから，自動的に検索式を作成して 

検索を実行したい 
 
 - 誰でも同じ検索が実行できるように検索式を共有したい 

  

 
検索の流れを決めて 

おけば，スムーズに 

実行できるよ 

ECHO 

IF 

GET 

WRITE 

END 

OPEN 

GOTO 

 
スクリプトは『楽譜』の 

ようなものです 
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スクリプトの作成例 

 
目的 
 
Glyphosate に関する特許情報を定期的に検索し，前回の検索結果を除いた 
更新分のみを表示する．表示形式は検索時に入力する． 
 
 
 
 
¥* 作成日：2019 年 5 月 31 日  
¥* Glyphosate に関する特許検索  
 
ECHO "Automated patent search for Glyphosate" 
 
 
 
¥* REGISTRY ファイルで Glyphosate とその多成分物質を検索  
 
=> file registry 
=> s 1071-83-6/rn,crn ¥>_line1  
 
¥* CAplus ファイルで特許を検索  
 
=> file caplus 
=> s (glyphosate# or roundup or polado or glistar) ¥>_line2 
=> s (folusen or forsat or glialka or glyphodin or herbatop) ¥>_line3 
=> s (phosphonomethylglycine? or phosphono(w)methyl(w)glycine? or  
phosphomethylglycine? or phorsat) ¥>_line4 
=> s (phospho(w)methyl(w)glycine? or phosphonomethyliminoacetic(w)acid# or  
phosphono(w)methyl(w)imino(w)acetic(w)acid#) ¥>_line5 
=> s (sulfosate# or phospho(w)methylglycine?) ¥>_line6 
=> s _line1 or _line2 or _line3 or _line4 or _line5 or _line6 ¥>_line7 
=> s _line7 and p/dt ¥>_patentsCA 
 
¥* 前回の検索日以降に更新されたレコードに  
¥* 限定  
 
GET _update LABEL="enter the last updated date in previous search, in format 
YYYYMMDD" 
 
 
=> s _patentsCA and up>_update ¥>_patentsCAupdate 
=> display _patentsCAupdate  

- \* を先頭につけたコメントはセッション 

画面には表示されない 

- 日本語を入力してもよい 

 (ただし，STNext の Edit 画面では 

 文字化けする) 

セッション画面にメッセージを表示させる場合は ECHO を利用する 

STN に入力するコマンドは，先頭に => をつける 

GET でダイアログボックスを表示し，値を 

入力させることができる 

\> で回答集合に名前を付与できる 

付けた名前はその後の検索式で  

L 番号を指定する場合に使用できる 
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p.2 のスクリプトを実行した場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

： 

： 

： 

ECHO で指定したメッセージ 

 GET で指定したダイアログボックス 

 入力した値が検索式に反映される 

 
スクリプト実行時に表示形式や範囲を
指定したい場合は，DISPLAY コマンド
を省略せずに入力する ： 
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スクリプトの利用方法 

 
・ メモ帳でスクリプトを作成し，.txt 形式で保存する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ STNext でスクリプトファイル (.txt) をインポートする． 
 
  

My Files から 
Scripts を選択 

Import Script  
をクリック 

Browse をクリックし，スクリプト
ファイル (.txt) を選択 
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・ インポートしたスクリプトファイルを Edit で開き，エラーがないか確認する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ Run ボタンでスクリプトを実行する． 
 
  

スクリプトにエラーがなければ 
Success と表示される 

スクリプトに誤りがある場合は 

エラー箇所とその理由が表示

されるので，修正する 

<参考> 

スクリプトのインポートと実行は

Script ボタンからでも行える 

日本語は文字化けする 
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主なスクリプト言語 

 
 

スクリプト作成の基本ルール 
 
- 大文字小文字の区別はない 
-  1 行に 1 コマンドになるように入力 
- 日本語フォントではバックスラッシュ (\) は \ で入力される 
- スクリプトの Edit 画面では \ が入力できる 

 
 

=> 

STN に入力するコマンドの先頭につける 
 
=> S 1071-83-6 

\*  
(\*) 

スクリプト中にコメントを含めたい場合にコメントの先頭につける 
セッション画面には表示されない 
 
\* glyphosate search in REGISTRY 

ECHO 

メッセージをセッション画面に表示させる 
 
ECHO "Automated patent search for Glyphosate" 

 

 

 

GET 

ダイアログボックスを出し，値の入力を求める 
LABEL="" でダイアログボックスに表示するメッセージを指定 
できる 
 
GET _DRUGNAME LABEL="Enter Known Drug Name" 

 

 

 

 

 

 

  



7 
 

\>_name 
(\>_name) 

検索式の後ろに入力し，その検索結果の L 番号に名前をつける 
付けた名前はその後の検索式で L 番号を指定する際に利用 
できる 
 
=> S 1071-83-6/CRN \>_LINE1 
=> S _LINE1 AND M/ELS 

 
* name の部分は 1-12 文字の英数字で指定する 

_variable 

変数名 (固定の値ではなく，変化する値をスクリプト内で用いたい 
場合に使用する) 
 
GET _DRUGNAME LABEL="Enter Known Drug Name" 
=> S _DRUGNAME/CN 

 
* variable の部分は 1-12 文字の英数字で指定する 

IF/ELSE 

条件によって実行するコマンドを変えたい場合に利用する 
実行するコマンドが複数行ある場合には，BEGIN/END で範囲を 
指定する 
 
IF (_displayformat="") BEGIN 
ECHO "Enter display format" 
GET _displayformat 
END 
ELSE 
ECHO "The current display format is _displayformat" 

GOTO 

スクリプト中の指定した行にジャンプしたい場合に利用する 
@label でジャンプする箇所を指定する 
 

IF (_var1="FIRST") GOTO @LABEL1 
ECHO "Value of var1 is not FIRST" 
EXIT 

  
@LABEL1 
ECHO "Value of var1 is FIRST" 
EIXT 
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UPLOAD 

構造質問式をアップロードする 
<> の中に構造質問式のファイル名を入力する 
 
UPLOAD <pantoprazole> 

 

OPEN 

書き込み/読み込みを行うファイル (.data 形式) を指定する 
<> の中にファイル名を入力する 
書き込みの場合は /W，読み込み*の場合は /R をつける 
 
OPEN <resultsfile> /W 
OPEN <solventRNs> /R 

 
* 読み込む .data ファイルはあらかじめインポートしておく (p.9 参照) 

READ 

ファイル (.data 形式) からのデータの読み込み 
 
READ _searchterm 
=> S _searchterm 

WRITE 

ファイル (.data 形式) へのデータの書き込み 
 
WRITE _year 

 WRITE ";"  
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検索語リストの作成方法 

 
スクリプトで利用する検索語リストは下記の手順で作成する． 
 
・ メモ帳で 1 行 1 検索語になるよう検索語を入力する．最終行にはデータの 
終わりを示す文字列 (ここでは *****) を入力する． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 拡張子を .data に変更して保存する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ スクリプトファイルと同様の手順 (p.4) で STNext にインポートする． 
  

「名前を付けて保存」 で拡張子 
を .data に変更して保存する 

データの終わりを示す文字列を入力 
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 利用例 1 

 
目的 
 
CAS 登録番号 (CAS RN®) のリストが手元にあり，その CAS RN® を REGISTRY  
ファイルで検索して化合物名や構造を表示したい 
 
 
 
\* This script provided without warranty 
\* Example script reads data file and groups search terms 
 
 
=> DEL HIS Y 
=> FILE REGISTRY 
 
_maxRNs = 15 
_innerCount = 0 
_storeSearch = "S  " 
_storeFinal = "S " 
 
ECHO "OPEN Solvent RN file" 
OPEN <SOLVENTRNS> /R 
 
@MAINLOOP 
  READ _searchterm 
  ECHO "Read _searchterm" 
 
IF _searchterm = "*****" THEN    
 GOTO @FINALSEARCH 
 
 _join = "" 
IF _innercount > 0 _join = " OR " 

_storeSearch = _storeSearch + _join  
_storeSearch = _storeSearch + _searchterm 
_storeSearch = _storeSearch + "/RN" 

 
 _innerCount = _innerCount + 1 
 
IF _innerCount = _maxRNs THEN 
BEGIN 
  => _storeSearch 
  

あらかじめ CAS RN® のリストを .data 形式

で保存し，インポートしておく (p.9 参照) 

15 個の CAS RN® を OR でつないだ式を

作成する 

1 検索式あたりの CAS RN® の数は変数 

(_maxRNs) で指定 

 

検索フィールドを変更すれば， 

特許番号リストなどにも応用できる 

(検索するファイル，表示形式も変更) 

SOLVENTRNS.data 

スペースを空ける 
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  _innerCount = 0 
  _storeSearch = "S " 
 
  IF _storeFinal <> "S " THEN 
  BEGIN 
  _storeFinal = _storeFinal + " OR " 
  END 
 
  _storeFinal = _storeFinal + _$LNUM 
END 
 
GOTO @MAINLOOP 
   
@FINALSEARCH 
 IF _storeSearch <> "S " THEN 
 BEGIN 
   => _storeSearch 
 
   IF _storeFinal <> "S " THEN 
   BEGIN 
   _storeFinal = _storeFinal + " OR " 
   END 
 
   _storeFinal = _storeFinal + _$LNUM 
 END 
 
 => _storeFinal 
 
 => DISPLAY IDE  
 
 CLOSE 
 EXIT 
 
  

CAS RN® を検索した結果の L 番号を

すべて OR でまとめた式を作成する 

_$LNUM は最後の L 番号を表す記号 

<> は不等号 (≠) を表す記号 
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利用例 2 

 
目的 
 
HCAplus ファイルで，各 CA セクションの年代別 (2008-2018 年) の収録件数を 
調べ，結果を記入したファイルを作成する 
 
 
 
\* This script provided without warranty 
\* Example script with loop and datafile  
 
 
=> FILE HCAPLUS 
 
ECHO “Enter filename to store results:”  
 
GET _Resultsfile LABEL=”Enter name of file” 
 
OPEN <_Resultsfile> /w 
 
IF (_$filerror <> 0) BEGIN 
   ECHO “The file name specified could not be located.”  
   ECHO “Exiting script.” 
   EXIT 
END 
 
_year = 2008 
_yearlimit = 2019 
@YEARLOOP 

IF (_year = _yearlimit) BEGIN 
   ECHO “Processed all years.” 
   => SET RANGE = ALL 

EXIT 
 END 
=> SET RANGE =_year 
 
 
 WRITE _year NOCR 
 WRITE “;” NOCR 
   

NOCR はデータを書き込んだ後改行しないことを

指示する記号 

SET RANGE で検索する対象年代を限定 

データを書き込むファイルのファイル名の入力

を求めるダイアログボックスを出す 
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 _section = 1 
 _sectionlimit = 81 
@SECTIONLOOP 
 IF (_section = _sectionlimit) BEGIN 
   ECHO “Processed _section sections.”  
   GOTO @JUMP 
 END 
 
 => S _section/SC 
 
 
 WRITE _$LANS NOCR 
 WRITE “;” NOCR 
 _section = _section + 1 
 GOTO @SECTIONLOOP 
 
@JUMP 
 WRITE "" 

=> D HIS  
=> DEL HIS Y 

 _year = _year + 1 
GOTO @YEARLOOP 

_$LANS は最後の L 番号の回答件数を表す記号 

WRITE で回答件数をファイルに書き込む 

CA セクション (/SC) を 1 から 80 まで検索 

ダイアログボックスに入力したファイル名の 

ファイルが自動的に作成され，ファイルに 

スクリプトで実行した検索の回答件数が書

き込まれる 
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